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The Golden Bowl : pagoda が意味するもの
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The Golden Bowl : What Does the Pagoda Represent?
Tatsuya NAMOTO
要 旨
The Golden Bowlにおける pagodaは、Maggie Ververが結婚した直後に登場する。その描写で用
いられている言葉が示す通り、この建造物は Maggie にとって「異質（“strange,” “outlandish,”
etc.）」であり、また「理解不可能（“impenetrable,” “inscrutable,” etc.）」な存在として提示される。
しかし、なんと言ってもこの pagodaの特徴は、入口としてのドアがない点、そして、その一方で窓
が高い位置にあり、中に人がいることを暗示している点にある。この建造物が、ちょうど彼女が、夫
Amerigo と Charlotte Stantの親密な関係にぼんやりと気づき始めた直後に登場することもあって、
２人の不義と関連づけた解釈が展開されがちだが、本論は、19世紀当時の女性が、結婚という制度を
通じて避けて通ることができなかった諸々の問題を包括的に表しているシンボルであると結論するも
のである。
序
ヘンリー・ジェイムズ（Henry James）の完成された長編小説の中では最後の作品となる The Golden
Bowlは、1904年に出版された。『ニューヨーク版（The Novels and Tales of Henry James）』では、23巻と
24巻に収められており、“The Prince” と表題の付された “Book First” から “Book Third” が23巻に、
“The Princess” というタイトルが与えられた “Book Fourth” から “Book Sixth” は24巻に収録されてい
る。そして、さらにそれぞれの Bookが、短いもので３章、長いところでは11の章によって構成されてい
る。晩年のジェイムズの作品にしばしば見受けられる、ダイアログ、一人称の視点、そして全知の視点を
混在させて、読者に与える客観的な情報を都合よく制限してしまう技法はその円熟を極めている。また、
The Golden Bowlは、Amerigo 公爵を評して用いられた表現 “some old embossed coin, of a purity of gold
no longer used”（23：23）や “a domesticated lamb tied up with pink ribbon”（23：161)､
１
或いは、The
Golden Bowlというタイトル自体が幾つもの意味合いを担っていることが格好の例であるように、独特の
メタファーやシンボルに満ちている。なかでも、第24巻の冒頭、すなわち “Book Fourth” の最初に現れ
る pagoda をめぐる一節は、ちょうど物語が中盤に差し掛かり、Maggie Verver が夫 Amerigo と
Charlotteの関係にぼんやりと気づき始めたところで登場し、様々な解釈が可能なところだ。本稿では、
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The Golden Bowlの解釈に厚みと奥行きを与えている、この pagodaが何を表しているのかについて考察
してみたい。
Ⅰ
The Golden Bowlは、この小論で扱うにはあまりにも大作ではあるが、pagodaの持つイメージや意義
を論じる前に、簡単に作品全体を概観しておくことにしよう。The Golden Bowlに登場する主要な登場
人物は、アメリカ人富豪 Adam Ververとその娘Maggie、イタリア貴族 Amerigo 公爵、そして、Maggie
の旧友でもあり、また、公爵と一時期交際していた Charlotte Stantの４人である。これらの人物に加え
て、Bobと Fannyの Assingham 夫妻が登場し、前半は彼らの会話を通して話の成り行きを知らされる機
会が少なくない。Maggieと公爵の結婚及び、Adamと Cahrlotteの結婚は、共に Assingham 夫人がお膳
立てをすることになるのだが、お節介焼で噂話好きの彼女の言葉には、しばしば想像力豊かな憶測が含ま
れている。夫の Bobについては、夫人の行き過ぎた推測を冷静に受け止める理性的な聞き手という評価
もあれば、もともとが軍人であるために社交界の事情に疎く、夫人の話を適切に理解することができない
頼りない聞き手であるとみる向きもある。
Maggieは、ジェイムズの描くアメリカ娘の多くがそうであるように、Amerigo 公爵がどのような人物
であるのかをよく理解しないまま婚約する。旧友が結婚することを知った Charlotteは、Londonへやっ
て来て、公爵と再会する。２人はかつて交際していたのだが、裕福な暮らしを維持することができないこ
とから別れたのであった。また、公爵が Maggieとの婚約へ至った理由の１つには、Adamの援助のも
と、経済的な窮地から脱することができるという思惑もあった。Charlotteは、Maggie への贈り物を買う
のに公爵を付き合わせる。彼女は、Bloomsburyの骨董屋で、水晶に金箔をはった盃の購入を店の主人に
勧められる。彼は、この盃には確かめようとしても見つけることのできない亀裂（split）が入っているの
で安くすると提案するが、結局 Charlotteは購入しない。
Maggieが結婚してしまうと、財産を狙って近づく社交界の女性たちよりも、洗練され、教養のある
Charlotteが鰥夫の Adamの再婚相手となった方が好ましいだろうと考え、Assingham夫人は、２人の結
婚に一役買う。かくして、Adamは娘ほどの年齢の妻をもつことになる。もともと一方ならず仲睦まじ
かった Verver父娘が、間もなくそれぞれの配偶者をなおざりにしがちになると、公爵と Charlotteは
徐々に撚りを戻し始める。そして、Gloucesterに遠出したおりに、恐らく２人は肉体関係を結んだであろ
うと思われる。主要登場人物は４人と少ないが、ジェイムズは、ここに複雑な人間関係を作り上げてい
る。Charlotteは、Maggieにとってはもともと親友であったが、父親の再婚を通して、彼の妻であると同
時に義理の関係ではあるがMaggieの母親となり、その後、夫の愛人となったわけだ。Charlotteは、妻、
母、誘惑者と女性としての顔を次々と変える。ここまでが前半部の概略だが、ジェイムズらしく物語にお
ける重要な出来事、すなわち Maggie と公爵の結婚、Adam と Charlotte の結婚、そして、公爵と
Charlotteの Gloucester への小旅行に関する描写はいずれも省略されてしまっている。
物語の後半部では、Maggieは、徐々に Charlotteと夫の関係に疑いを抱き始める。２人の関係につい
て Assingham 夫人に尋ねても、知らないと言って話をはぐらかされるが、偶然、Bloomsburyの骨董屋
に立ち寄って、黄金の盃を購入したのをきっかけに、疑いは確信に変わることになる。骨董屋は、盃の瑕
をMaggieに知らせずに売りつけたことで良心が咎め、そのことを詫びるために屋敷を訪れた時、そこに
飾ってある公爵の写真を見て、かつて彼の店にやって来た公爵と Charlotteを思いだし、２人の親密な関
係をMaggieに暴露する。彼女は Assingham夫人を招き、その盃が公爵と Charlotteの不義の証拠だとい
うこと、そして、盃の表面は金のメッキであるが、中身の水晶の部分にはヒビが入っていると告げると、
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夫人はこれを床に叩きつけて破壊する。ちょうど屋敷に戻ってきた公爵は、Maggieが彼と Charlotteの
関係に気づいたことを悟る。Maggieは、その後、表面的ではあるかもしれないが Charlotteと仲直りし、
夫を受け入れ、２組の夫婦がそれぞれ本来の関係を取り戻せるように立ちまわる。最後は、Adamはヨー
ロッパで集めた数々の美術品を携え、Charlotteと共にアメリカへ帰って行くという形で幕が降りる。
極めて大雑把に言ってしまえば、The Golden Bowl の筋立ては、上述のようなものになるのだが、
ジェイムズ晩年の作品に特有な、ダイアログにおける曖昧な代名詞の多用故に、実際に起こった出来事を
検証し、確定することはほとんど不可能と言っても過言ではない。Norrman が指摘するように、
Assingham 夫妻の会話において “they” という代名詞が用いられる時、この単語が指しうる組み合わせ
は、Maggie と Charlotte、Maggie と Amerigo、Maggie と Adam、Adam と Amerigo、Adam と
Charlotte、Amerigo と Charlotteと、実に６通りの可能性がある。Maggieが “we” と言う時、それは
Maggieと夫である Amerigo を指している可能性もあるし、彼女と父 Adamに言及しているかもしれな
い。同様に、Amerigo 公爵が “we” と言う時には、彼と妻Maggieを指しているかもしれないし、彼と
情事の相手である Charlotte のことを意図して言っているかもしれない（Norrman 35）。The Golden
Bowlの前半部分は、Bobと Fannyの Assingham 夫妻間のダイアログを多用することにより、ジェイム
ズは読者に客観的な情報を与えることを制限してしまっている。後半は、Maggieの一人称視点にかなり
固定されるが、彼女は、その性格ゆえではなく、置かれた環境ゆえに、極めて「信頼できない語り手
（“unreliable narrator”）」であると位置づけられる。夫と Charlotteの浮気が発覚したために、Maggieは
終始疑心暗鬼で、彼の言葉を信じることができず、同様に Charlotteとは冷静に接することができなく
なってしまっている。彼女にとって Charlotteは、夫の愛情をMaggieから奪った掠奪者であり、嫉妬の
対象であり、罰せられるべき存在でしかない。
Maggieは、黄金の盃を購入したことをきっかけに、夫と Charlotteの関係に偶然気づいた。そして、
Assingham 夫人が盃を破壊したところに帰って来た公爵も、自分の情事が妻に気づかれたことを察知す
る。しかし、２人の関係に Maggieが気づいたことを Charlotte 当人が知るに至ったかどうか、或いは
Adamが知るに至ったかどうかについては、読者は物語を読み終えても確証を得ることはできない。そし
て、Maggieの言動は、夫との不義という Charlotteの弱みを握った後は、しばしば意図的に Charlotteを
窮地に追い込み、精神的に彼女を苦しめようとしているようにも見受けられ、２人の関係は Hawthorne
の The Scarlet Letterにおける Chillingworth と Dimmesdaleの関係を彷彿させなくもない。実際には、
Maggieが２人の関係に気づいたということを Charlotteが知っているのかどうかさえも読者にはわから
ないため、２人の会話の機微を読まなければならないところがこの作品の面白さであろう。
黄金の盃は、時間の経過とともに刻々とその象徴する意味合いを変える。Charlotteは、Maggie への結
婚祝いに贈り物を選ぶのを手伝って欲しいと言って公爵を誘い出し、２人は Bloomsburyの骨董屋へ出向
いた。彼女は黄金の盃の購入を店主に勧められると、それを個人的に公爵へ贈りたいと申し出るが、あっ
さりと彼に断られる。Gribbleは、Charlotteにとって盃は “a symbol of love for the Prince”（56）である
と指摘する。この盃に隠されている亀裂が象徴するように、2人は情事という形でしか愛情を確かめ合う
ことができない不完全な関係であるからだ。盃は、Maggieにとっては、公爵との結婚生活に最初から
入っている瑕であり、後には夫と義母の不倫を暴く証拠へとその担う意味を変えてゆく。物語全体を見渡
すならば、Maggieと公爵及び Adamと Charlotteという夫婦２組の人間関係にはいった瑕とみることも
できるだろう。また、この黄金の盃が作品中にしめる役割を最大限に重視して、盃を聖杯とみなし、この
小説をMaggie Ververの聖杯探究の物語と解釈する Goldfarbのような指摘もある（53）。
ジェイムズの晩年の作品に共通するように、The Golden Bowlにおいても、全知の視点による語りが
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極力排除され、読者に与えられる客観的な情報は極端に少ない。それ故、再三述べてきたように、
Charlotteと公爵の不倫関係にMaggieが気づいたことを、Charlotte或いは Adamが気づいたかどうかに
ついては、仮説を立てて議論することは可能かもしれないが、証明はできない。現実の世界においては、
我々が他人の心の中を覗き込むことができないが、小説の中では、しばしばこの特権を享受できる。The
Awkward Ageや The Golden Bowlに代表されるジェイムズの小説は、我々読者からこの特権を奪ってし
まっているのである。
Ⅱ
前章で述べた通り、ジェイムズの晩年の作品には共通して見受けられることだが、話者の本音が見えて
こないようなダイアログであるとか、信頼できない一人称の語り手を駆使することによって、読者に与え
られる作中の客観的な事実は、徹底的に制限されてしまっている。それ故に、少なくとも全知の視点に
よって描写されるメタファーやシンボルは、たとえそれが抽象的であっても、物語を読み進めてゆくため
の貴重な道標の役割を担うことになる。問題となる The Golden Bowlの pagodaは、『ニューヨーク版』
24巻の冒頭、すなわち、ちょうど物語が折り返し地点を迎えたところで現れるが、それは以下のような表
現で描かれている。
This situation had been occupying for months and months the very center of the garden of
her life, but it had reared itself there like some strange tall ivory tower, or perhaps rather
some wonderful beautiful but outlandish pagoda, a structure plated with hard bright
porcelain, colored and figured and adorned at the overhanging eaves with silver bells that
tinkled ever so charmingly when stirred by chance airs. She had walked round and round
it――that was what she felt ; she had carried on her existence in the space left her for
circulation, a space that sometimes seemed ample and sometimes narrow : looking up all
the while at the fair structure that spread itself so amply and rose so high, but never quite
making out as yet where she might have entered had she wished. She hadnʼt wished till
now――such was the odd case ; and what was doubtless equally odd besides was that
though her raised eyes seemed to distinguish places that must serve from within, and
especially far aloft, as apertures and outlooks, no door appeared to give access from her
convenient garden level. The great decorated surface had remained consistently
impenetrable and inscrutable. At present however, to her considering mind, it was as if
she had ceased merely to circle and to scan the elevation, ceased so vaguely, so quite
helplessly to stare and wonder : she had caught herself distinctly in the act of pausing,
then in that of lingering, and finally in that of stepping unprecedentedly near. The thing
might have been, by the distance at which it kept her, a Mahometan mosque, with which
no base heretic could take a liberty ; there so hung about it the vision of oneʼs putting off
oneʼs shoes to enter and even verily of oneʼs paying with oneʼs life if found there as
an interloper. She hadnʼt certainly arrived at the conception of paying with her life for
anything she might do ; but it was nevertheless quite as if she had sounded with a tap
or two one of the rare porcelain plates. She had knocked in short――though she could
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scarce have said whether for admission or for what ; she had applied her hand to a
cool smooth spot and had waited to see what would happen.（24 : 3-4）
The Golden Bowlにおける pagodaの持つ意義については、様々な議論がなされてきたが、これらは、物
語の解釈における pagodaの担う意義に関する議論と、テクスト外の事柄についての議論に大別できる。
まず、これまでにどのような議論がなされてきたのかを簡単に見ておくことにしよう。
テクストとの関連と切り離した議論としては、ジェイムズが彼の生きた時代にどのような pagodaを実
際に見た可能性があり、そして、その中のどれをモデルに The Golden Bowlに出てくる pagodaを描いた
のかという議論が主流となる。Lingは、1887年から1888年にかけて The English Illustrated Magazineに
掲載された、C. F. Gordon Cumming の “Pagodas, Aurioles, and Umbrellas” という記事に見られる
“those tall towers, which, like the minarets which tell of the worship of Islam, are landmarks seen from
afar” であるとか、“In China the majority of these structures are octagonal, and from each corner hangs a
small bell which tinkles with every breath of wind. . . . Probably the finest specimen of these many-storied
towers, was the famous porcelain pagoda at Nanking” 等の記述を比較し、これらの書物における pagoda
の記述と The Golden Bowlの中で描かれている pagodaの類似性を指摘する（Ling 385）。Tintnerは、実
際に当時のジェイムズが眼にしたであろう pagodaの可能性を幅広く探っている。18世紀から19世紀に
ヨーロッパで流行した中国趣味は長くは続かず、ジェイムズが生きた時代に建築されて現存しているもの
は２つしかない。１つは、1760年前後に、William Chambers によって王女 Augustaのために建築された
キューガーデン（“the Royal Gardens at Kew”）の pagodaで、この折に Chambers は同庭園内にmosque
も建立している。The Golden Bowlにおいて、Maggieの庭園（“the garden of her life”）の中心にある
pagodaは mosqueをも連想させるわけだが、同一地所内に両方の建造物が存在しているという共通点は
確かに説得力があるだろう。さらに、Tintner は、テクストの描写により忠実に従うならば、Alton
Towers にある pagodaの方が The Golden Bowlのそれに近いかもしれないと示唆する。その根拠は、ド
アが無い点、pagodaの各階の軒先に銀のベルが吊り下げられている点などを挙げる。さらに、James の
妹の Aliceが Shrewsbury伯爵夫人と親交があったことが彼女の日記に記されており、兄 Henryが伯爵
夫人の領地にあった Alton Towers を訪れていたとしても不思議ではないと補足する（114）。Tintnerは、
その他に、the North Drawing Roomや Nashʼs Pavilion の音楽室にある室内装飾用の陶製の pagodaをモ
デルにした可能性も挙げている。
さて、それでは pagodaが実際に物語の中でどのような意味合いを帯びているのかを検証してゆくこと
にしよう。pagodaは、ちょうどMaggieが結婚した直後に登場する。一般的な見方をすれば、Maggieの
ように世間知らずな19世紀の若い娘が初めて直面することになる「性」を始めとする結婚生活への不安を
表していると考えられるだろう。そして、Maggieにとっては、これから向き合わねばならない過去に
あった、或いはこれからも続き得るであろう夫が結んでいる Charlotteとの背信的な関係を象徴している
とも考えられる。ここに挙げた２つの解釈は、細部において若干の違いはあるものの、ほとんどの研究家
の見方が一致するオーソドックスな読み方である。
この pagodaの特徴のある点を個別に取り上げるなら、高い位置にある窓、そして、入口としてのドア
がない点だ。既に述べた通り、Tintnerが、当時のヨーロッパ人が眼にすることのできた、どの pagoda
をジェイムズがモデルにしたかを建築学的に検証する時にも、この点は看過できなかった大きな特徴であ
る。入口がないということは、その建造物がMaggieを拒んでいるということであり、彼女に対して強烈
な疎外感を与えるはずだ。もともと、「この時まで彼女は、pagodaに足を踏み入れたいと思ったことはな
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かった（“She hadnʼt wished till now”）」のだが、ここで初めて彼女は「それが中へ入りたいのか、何のた
めかは自分でもよくわからないけれども、表面を軽く叩いてみた（“She had knocked in short――though
she could scarce have said whether for admission or for what”）」。Craigは、pagoda へ足を踏み入れるこ
とは「彼女自身の意識の中への探求（“an exploration of her own consciousness”）」であると同時に、「公
爵自身の精神世界、彼の意識の中へ足を踏み入れること（ “ an entrance into the Princeʼs own
consciousness, hismental world”）」（137）であると評している。排他的で人を寄せ付けない建造物と向か
い合い、その中に何があるのかを確かめてみようという方向へ彼女の態度に変化が生じたことは、
pagodaがMaggieの成長を象徴していると捉えられなくもない。
Sickerは、“The heroes and heroines of our most popular fairy tales attain their identities as prince and
princess by overcoming a series of obstacles that separate them from their true love”（147）と述べて、
ヨーロッパ諸地域にみられる『グリム童話』等に出てくる「ラプンツェル（“Rapunzel”）」の物語を引き
合いに出し、Maggieや The Wings of the DoveのMilly Thealeと比較している。「ラプンツェル」では、
同タイトルの名を冠するヒロインは、女魔法使い
２
によって塔の上に幽閉されており、誰かが塔の上へ登
ろうとする場合、彼女が自分の編まれた長い髪を垂らし、それをつたって頂上へ辿り着かねばならなかっ
た。The Golden Bowlはこの場合と異なり、ヒロインが虜囚となっているわけではないが、pagodaと
「ラプンツェル」における塔が果たしている役割は同じと言ってよいだろう。すなわち、ドアが無いとい
うことは、侵入を拒んでいるのか、それとも中に居る人物が外へでることを禁じているのかはともかくと
して、その建造物の内側の領域と外の世界を隔絶しているのである。
Hollandは、ジェイムズ初期の代表作でもある The Portrait of a Ladyの Isabel ArcherとMaggieを比
較している。結婚を主題として扱い、ヒロインが結婚後に夫の背信に気づき苦悩するという点では、この
２つの長編小説は共通していると言えるだろう。The Portrait of a Lady の42章には、“Osmondʼs
beautiful mind indeed seemed to peep down from a small highwindow andmock at her”（ 4：196）という
一節があり、冷やかに Isabelを窓から見降ろす Osmondの姿が描かれている点を指摘する。ここでも注
目すべきは、冷え切った夫婦関係を、Osmondが Isabelを窓から見下ろす時の実際の距離に準えている
点であろう。The Golden Bowlにおける pagodaの外観は、“a structure plated with hard bright porcelain,
colored and figured and adorned at the overhanging eaves with silver bells that tinkled ever so charmingly
when stirred by chance airs” （24 : 3）と美しく飾り立てられている一方、Maggieが塔内に立ち入るこ
とを拒んでいる。既に公爵と Charlotteの関係を知らされている読者にしてみれば、pagodaは、表面的
には取り繕われているが、ともすれば崩壊しかねないMaggieと公爵の夫婦関係の危機を暗示していると
も解釈できるし、Maggieにとっては、この段階ではぼんやりとしか感じ取ることができないけれども、
彼女が近づくことを拒む公爵の秘密の領域を象徴しているとも言えるだろう。
Ⅲ
前章で引用したニューヨーク版24巻冒頭における建造物は、厳密には最初は “ivory tower” 或いは
“pagoda” であると言及されて、その後 “Mahometan mosque” と言い換えられてゆく。但し、前者は建
物の外観について触れているのであり、後者は、見かけについて述べているのではなく、建物が与える印
象について言及しているのであろうから、この言い換えを同列に並べて議論するのは適切でないかもしれ
ない。それでも、読者の心に想起させるであろう言葉に付随するイメージや印象を考慮すれば、このよう
な言葉の選択は無視することができないだろう。具体的にみてゆくと、“it had reared itself there like
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some strange tall ivory tower, or perhaps rather somewonderful beautiful but outlandish pagoda”（24：３
［下線部筆者]）という pagoda の描写には、その美しさに触れるのと同時に、Maggie にとって異質で
あって、疎遠であるということを意味する言葉が付随しているところが興味深い。“outlandish” という
単語は、「異国風」という意味が第一義であろうが、pagodaが東洋に起源を発し、西洋人にとって「異国
風」なのは自明であることを考えれば、やはり、ジェイムズが意図的にMaggieにとって疎外感を与える
印象を持たせるために「ひどく風変わりな、怪奇な」という意味合いを含ませて用いたと考えるのが妥当
ではないだろうか。“strange” や “outlandish” という言葉が繰り返される通り、それはMaggieにとっ
て異質な存在なのだ。さらに “The great decorated surface had remained consistently impenetrable and
inscrutable”（24：4［下線部筆者]）と pagodaの描写は続く。それは表面的に飾られた心地よさとは裏
腹に、彼女にとってはやはり理解不可能な存在である。
このようなシンボリックな描き方は、どちらかと言えば、ジェイムズより半世紀前の時代を代表する
Poe、HawthorneやMelville 等のアメリカン・ルネッサンス期の作家たちに好まれた手法と言ってよいだ
ろう。科学が十分に発達していない当時の世界では、世の中に理解できない事柄が山積しており、奇妙な
もの、怪奇なもの、或いは、知識や論理を通しての理解が通用しないものが日常のここかしこに存在し
た。つまり、日常の中に人知の及ばない非日常の領域が当然のごとく存在していたわけだ。
では、実際にジェイムズの pagodaの描き方を、アメリカン・ルネッサンス期の作家の技法と比較して
みよう。ここでは、Melvilleの『白鯨（Moby-Dick, or the Whale）』を取り上げてみる。以下は、『白鯨』
の36章において、Ahab船長が可視下の世界をボール紙の仮面にたとえて雄弁に語る場面である。
“Hark ye yet again̶the little lower layer. All visible objects, man, are but as pasteboard
masks. But in each event̶in the living act, the undoubted deed̶there, some unknown but
still reasoning thing puts forth the mouldings of its features from behind the unreasoning
mask. If man will strike, strike through the mask! How can the prisoner reach outside
except by thrusting through the wall? To me, the white whale is that wall, shoved near to
me. Sometimes I think thereʼs naught beyond. But ʼtis enough. He tasks me ; he heaps me ; I
see in him outrageous strength, with an inscrutable malice sinewing it. That inscrutable
thing is chiefly what I hate ; and be the white whale agent, or be the white whale principal, I
will wreak that hate upon him. Talk not to me of blasphemy, man ; Iʼd strike the sun if it
insulted me. . . .”（Melville 144［下線部筆者]）
眼に見えるものは全てボール紙の仮面でしかなく、その背後に人知を超えたものが存在しており、そして
「理不尽（“unreasoning”）」で、「常軌を逸している（“outrageous”）」世界に Ahab船長は生きている。
自然界の摂理を今日と同様に理解することは当時の作家たちには不可能であったために、当然のことなが
らMelvilleが描く世界では、眼に見える表面的な事柄と深層に位置する本質には乖離が生じる。酒本雅
之の言葉を借りるなら、「結果を原因から引き離すことが、その間にあるはずの論理的な関係を取り払っ
て、結果だけを神秘化」（13）するということになる。Hawthorneの “Rappacciniʼs Daughter” におい
て、博士の庭に生えている植物が “strange”
３
であるのも同様の理屈であろう。それは、身近に存在して
はいるけれども、非日常の存在なのである。その異質な存在に悪意があるのか、それとも神の意思が働い
ているのかがわからない時、アメリカン・ルネッサンス期の作家たちは、奇妙であるとか、理解不可能で
あるとか、異質であるというような意味合いの言葉を重要な場面において好んで用いたわけだ。
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このようなシンボリックな描写は、何も晩年の作品に限られる訳ではなく、ジェイムズ初期の作品にも
見出される。『白鯨』の例に加えて、The Portrait of a Ladyの第３章からの一節を引用して The Golden
Bowlにおける pagodaの描かれ方と比較してみたい。以下に挙げるのは、少女時代の内向的な Isabelが、
“office” と呼ばれていた部屋に独り閉じこもって物思いに耽っている場面である。
The place owed much of its mysterious melancholy to the fact that it was properly entered
from the second door of the house, the door that had been condemned, and that it was
secured by bolts which a particularly slender little girl found it impossible to slide. She
knew that this silent, motionless portal opened into the street ; if the sidelights had not been
filled with green paper she might have looked out upon the little brown stoop and the
well-worn brick pavement. But she had no wish to look out, for this would have interfered
with her theory that there was a strange, unseen place on the other side ―― a place which
became to the childʼs imagination, according to its different moods, a region of delight or of
terror.
. . . At this time she might have had the whole house to choose from, and the room she
had selected was the most depressed of its scenes. She had never opened the bolted door
nor removed the green paper（renewed by other hands）from its sidelights ; she had never
assured herself that the vulgar street lay beyond.（ 3：30-31［下線部筆者]）
ロマン派よりも半世紀あまり後のジェイムズの時代になると、科学の発展に伴って未知の領域、神の支
配する領域は、日常の片隅に追いやられてしまった。ジェイムズが “a strange, unseen place” が壁の向
こうの世界に広がっていると描写する時、Isabelは、そこに何の変哲もない見慣れた街の風景があること
を知っている。同様に、Maggieが恐る恐る pagodaの外壁を叩いてみる時、その中にどのような秘密が
隠されているのかが彼女には知らされていなくとも、公爵と Charlotteの関係を既に知らされている読者
は、塔の宿す秘密が、彼女の夫の浮気という頗る卑俗なものでしかないことを知らされている。
ここまでみてきたように、The Golden Bowlにおける pagodaはMaggieの庭という平生に存在する建
造物として登場するけれども、主人公たちがやがて対峙して、打ち破らなければならない壁、或いは秘密
を内包する器のような存在として描かれていると言えるだろう。しかし、再三述べて来た通り、ジェイム
ズの生きた時代にあっては、ロマン派の作家たちの時代と異なり、秘密の正体は卑近な日常の世界でしか
ないのである。
結 論
少女時代の Isabelは、彼女と粗野な現実を隔てている「緑色の張り紙（“green paper”）」を取り払って
しまえば、その向こう側にある世界を垣間見ることができたのであろうが、敢えてそうすることはなく、
現実から顔を背けた。Maggieは、恐る恐るではあるが、滑らかな pagodaの外壁を叩いてみて中の様子
を窺った。主人公たちが対峙しなければならない試練というのは、ジェイムズ文学はもとより、他の文学
作品においても様々な形をとって提示され得るだろう。女性が職を持つことによって経済的自立を果たす
ことが不可能であった19世紀にあっては、彼女たちは結婚を通して男性に依存する形で社会の中に居場所
を見つけるしかなかった。そして、結婚後に夫の冷酷さや、不義を知らされることも頻々と起こった。
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The Golden Bowlにおける pagodaは、結婚という日常的な社会制度に埋め込まれていて、当時の女性た
ちが必ず直面することになった様々な試練の象徴として描かれているのではないだろうか。
註
１ 本論における The Golden Bowl及びジェイムズの小説からの引用は、全て『New York版』に基づいている。以後の引
用については、巻と頁のみを記す。
２ 『グリム童話』第２版以降では、「女魔法使い」となっているが、これはグリム兄弟が手を入れたことによる。多くの類
話では、「妖精」や「魔女」となっている。（高橋170）
３ Rappacciniʼs Daughterの庭に茂る植物の描写を以下に挙げておく。下線はいずれも筆者。
＊“. . . his daughter, too, gathering the strange flowers that grow in the garden.”（188）
＊“The strange plants were basking in the sunshine.”（193）
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